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step３～6）をそのまま自動化することにした。自動核酸抽出装置の中核部品として、半径107mmのサンプルローターをポリアセタール樹脂を加工して勢



以内）と一律な温度制御（サンプル間の温度較差；±

0.1℃以内）を実現でき、TRC反応を多サンプルに対

して高精度に実施することが可能となった。また、蛍

光検出ユニットを一系統とし、しかも、励起光源に発

光ダイオードを採用したことにより、小型な卓上型装

置（サイズ；280mm（W）×500mm（D）×370mm（H））

とすることができた。しかも、蛍光検出ユニットの光
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